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労力の省力化 を考 える上 でクローズア ップで きる話題 が,矢 沢永吉の 「やっちゃえ 日

産」 とくる 「セ レナ」 のプ ロパ イ ロッ トシステ ムで ある。車線,車 間,速 度,停 止の ア

シス トは運転者の労力が省力 され るメ リッ トもある反面,使 い方 によっては安全性 も危

惧 され る。実際,ア メリカにおいて,シ ステム的には 日産 のそれ よ りも省力度合 いが大

きいオ ー トパ イロ ッ トシステ ムを導入 してい る 「テス ラ　 モデルS」 で事故 が起 き死者

も出てい る。ただ これは ヒ トが運転 して いた トレー ラー との事故で ある。 この事故 につ

いて判 断が難 しいのは,「 テ スラ」 に乗 っていた ヒ トが システ ムを解除 して いれ ば回避

で きたか も しれない し,む しろ トレー ラーもオ ー トパ イロッ トだったな ら起 きなかった

か もしれ ない とい うことであ る。現 時点で商品化 されてい る自動化 した機械 は整備 され

た環境下で,不 測 の事態 が起 きなけれ ば,ヒ トが操作 す るよ りも誤操作は少ない可能性

が高い と推察 され る。実 際に自動車 との レベル は違 うものの,我 が家 にい る 「ル ンバ号」

は環境 を整備 してお くと確実 に仕事 を熟 して くる。つ まり現 時点で は自動化 された機械

を利用す る場 合,ヒ トがその機械 の特性 とその場 面 を勘案 して用 いる必要があ るとい う

ことで ある。

さて,歯 科関連 について はど うか。やは り省力化の筆 頭は 「CAD/CAM」 になるだろ

う。 ヒ トが行 う金属,セ ラ ミックスの加工操作 を短縮 で きる。 スキャニ ング,色 調,細

部の形態修 正な どは ヒ トの手 が必要 となるが,機 械 が作業 を している間,他 の省略で き

ない作業に傾 注で きることは大 きなメ リッ トが ある。経済 的にはど うか とい う意 見 もあ

るだろ うが,そ こに関 して はや り方次第で あろ うと私 は考 えてい る。 この領域 は 「3D

プ リンタ」 も含め,今 後 さらに発展 して い く事が推察 され る。他の領域で はどうか。 印

象材の練和,麻 酔,根 管形成 などの領域 で も省力化 を して くれ る機械 がある。 しか し,

これ らと 「CAD/CAM」 では省力の度合 いが異 なる。 そこはラボサ イ ドかチ ェアサ イ ド

かの違い ともい える。歯科 の場合,修 復物 は全てオー ダーメ イ ドとなり,画 一 された も

の を大量生産 す るわけではないため,ヒ トの手が随所 に取 り入れ られ るものの,修 復物

はや り直 しの利 く 「物」 であ る。作業の対象が不測な動 きをす るヒ トとな るとそ うはい

かない。 ヒ トに使 用す る機械 は安全で壊れ に くく,誤 操作 が生 じず,不 測の事態 に対応

で きなければな らない。 となる と省 力化 自体の割合 は少な くなるが,構 造が簡素 でロー

テ クな ものを使用 す る方が確実 で安全 だった りす る訳で ある。医科で は 「ダヴ ィンチ」

とい うロボ ッ トアーム と3D映 像 を駆使 す る手術用機械が ある。 これ は 「アメ リカ軍」

が戦場 で負傷 した兵士 を手術す るのに,名 医が現地に居な くて も,イ ンターネ ッ ト通信

を通 じて行 うことがで きるよ うに との思惑 か ら開発 され たもので ある。 「戦争 は発明 の



母」 などと言 われ るが,こ れ もその一端で あろう。現実 には患者のす ぐ脇 の操作台で術

者が操作 を行 うものであ る。 だがこの場合,開 発 コンセプ トに通 じる有 用性 は生 か され

てはいない。自身 でメスを握 って助手 を手足 の ように使 うの とどこが違 うのだろ う?と

思 った りもす る。 しか し,ヒ トの腕 は2本 しかないが,「 ダヴ ィンチ」 のア ームは複数

本 ある。技能 が高度で あれ ば,他 人で あり,ス キル も異 なる複数の助手 に指示す るより

も,上 手 に手術 がで きるか も しれ ない。 また,手 術 には術者のほかに補助作業者が一人

いれば良いよ うで ある。前述 と意味合 いが若干異 なるが,こ れ も省力化 である。 しか し

なが ら,予 想 され たようにある程 度の確率 で トラブル は発生 しているよ うで ある。その

時に自分 が患者で ない ことを祈 るだけであ る。や は り構造が複雑 でハ イテクな機械 を導

入す ることは長所 も,短 所 もある。い くら高度化 しようとも機械 を過信せず あくまで も

便利 な道具 と して ヒ トは扱 うべ きであ る。 どれ だけ科学が進 もうともヒ トの研 鐙が最優

先で ある。

今後,歯 科 での省力化 を考 え ると,ラ ボサ イ ドでは さらに省 力化 を促進 した機械 が開

発,導 入 され るのは想像 に難 しくはない。 ただ,市 場規模,過 酷 な口腔内環境 での耐久

性,生 体 安全性,審 美性 までク リアす る材質 まで考 えると,他 業種で優れた ものが開発

されて も,歯 科領域 で即座 に実践導入 されない ことは容 易に想像がつ く。 しか し,技 工

士におけ る離職率,在 職者の年齢構成,入 学者 数の減少 などを考慮す ると,こ の問題が

近い将来,修 復物の供給 に影 を落 とすのは間違 いない。歯科医師 自体 が簡便 に操作,製

作 で きる高度 に省力化 した機械,そ れに付 随 した材料の 開発 を行 うことは急務で あろう。

一方
,チ ェアサイ ドで は既 存の機械(器 械)の 特性 を生 か しつつ,完 全 な自動で はない

電動化,高 性能化,材 質改善が図 られてい くのではないか と考 えられ る。

私 も歯科理工学 と銘 打つ ところに所属す る以上 は,何 か しら歯科臨床 に貢献で きるも

のを開発 したい と思 ってい る。将 来,「 プ ロフェ ッシ ョナル」 か 「情熱大陸」 に出演 す

る予定で ある!?
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